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旭川の流域の概要 
 
 旭川は、岡山県の中央部に位置し、その
源を岡山県真庭市蒜山の朝鍋鷲ケ山（標高
1,081m)に発し、途中、新庄川、目木川、備
中川等の支川を合わせて南流し、岡山市北
区御津において宇甘川を合流し、岡山市三
野において百間川を分派した後、岡山市の
中心部を貫流して児島湾に注ぐ、幹川流路
延長142km、流域面積1,810km2の一級河川。 
 



流域の区域分け 

 その流域は、岡山県中央部を南北に伸びており、
岡山市をはじめとする3市4町1村からなり、流域内
人口は約33万人で、流域の土地利用は山林等が約
88%、水田や畑地等の農地が約10%、宅地等の市街
地が約2%となっている。 

国交省 「日本の川」より 



201８.７.6～7 
インプットデータ 

アメダスデーの測定点とデータ 今回の豪雨では、
初期に上流域で
大量の降雨が
あった。その豪
雨は下流に移動
して行った。果
たして大丈夫
か？ 

流域の地形は、上流部は中国山地からなり、1,000m級の山々が稜線
を連ね地形的分水界を形成しています。中流部は吉備高原からなり、
真庭市落合付近の本川沿川や、備中川沿川等に扇状地性の低地から
なる落合盆地が広がっている。 
 



旭川で起きていること 

旭川の上流では？ 

新庄川 

湯原ダムは 

合流したら大丈夫か？ 
美咲町辺り 

旭川の下流では？ 

氾濫は予測
できた？ 

旭川辺り、分水路の前では
大丈夫か？ 

氾濫は？ 

余の川 

備中川 

旭川ダムの効果？ 

建部町福渡辺り？ 

アメダスのデータが
有れば、予測は？ 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

国土交通省資料 



            ダムの機能 
旭川にはダムが沢山あるが、これらの中で洪水用のダムとして働いて居るのは、以下
のようなもの。中には貯水容量の小さなものがあり、これらがどんな働きをしているか
が不明。ここでは、容量の小さなものは貯水量を無視した。 

ダムの仕様 有効貯水容量 

これらのダムのうち、旭川ダムは中流域にあ
り、上流域の降雨を流入している。その上流
域には、湯原ダムがあり、ここでの貯水量、
並びに上流で氾濫が起きた場合には、その分
を減量して受け入れることになる。こうして、
このダムの容量一杯まで貯水する。 

岡山県ホームページ 



ダムの位置 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

湯原ダム・鳴滝ダム・竹谷ダム・河平ダムの貯水状況 

どちらのダムも、それなりの流域をカバ―して貯水している。 

降雨の当初から90％の貯水が可能 

降雨の当初から 65％の貯水が可能 

 A Zone 

 E Zone 

 E Zone 

降雨の当初から 40％の貯水が可能 

 E Zone 



氾濫が起きた!!! 

旭川ダムには、 
A Zone の湯原ダムに貯水しきれない分が流れてくる。 
B Zone の全量が流れてくる。 
C Zone の全量が流れてくる。 
但し、A, B, Cのゾーンを流れて来る沢山の支流が合流し、
旭ダムの上流で氾濫を起す可能性がある。 
 氾濫で溢れた水の量は削減された形でダムに入ってくる。 

旭川ダム 

B Zone 

A Zone 

C Zone D Zone 

旭川ダムは、 
 流入して来る水量の55％が貯水可能となる。
従ってこれにより、下流に流れていく水の量が決
まる。これに従って、下流域での氾濫の可能性を
判断する必要がある。 



備中川の合流点  

旭川は、本流自身が
広大な流域を持って
いるが、これに大きな
流域を持つ新庄川が
合流している。さらに
下ると備中川が合流し
ている。この流れで氾
濫はしていないか？ 

高梁川は？ 



堤防を越えた水は、
洪水として両岸に溢
れる。溢れた量を計
算すれば、浸水の
程度がわかる。 

美咲町 備中川、河内川の合流点 



溢れた水の量 
旭川は、やがて宇甘川と合流するが、もし、ここで氾濫が起きていたのなら、
土手を溢れた水は、洪水となってこの地域で浸水を起すが、その分だけ下
流には流れない。したがってこの分を差し引いた分が宇甘川と合流する。 
この量は、次のようにして求めた。 



旭川ダム下 
建部町福渡附近 

旭川ダムは有効に働いて居るのか？ 



旭川ダム下 
建部町福渡附近 



合流後の流れ 分水路の前で 
旭川では、上流で氾濫するが、溢れた水量とダムでの貯水により、下流に流れて来
る水量は減少している。氾濫の可能性はどうか ？ 



ここでは氾濫は免れた !!! 



氾濫の予知はできなかったか、検討 

この豪雨により、河川の氾濫警告が出された。次のようなものであるが、勝山
の測定値が、これが真庭市勝山であるなら、上流での氾濫と対応しているの
だろう。 
 備中川との合流点で検討したが、勝山でもここと同じような状況にあったもの
と思われる。 
 そこで、備中川合流点のプログラムを使用し、アメダスのデータを時間を
追って入力したらどうなるか ？ 
 氾濫の予測はできたか、どうか ？ 
 
 問題は、B Zone での豪雨が氾濫の要因であるとするなら、旭川に流入して
氾濫を起すまでの時間が極めて少ないことである。 
 こうした状況では、時間的に遅れることなく洪水が起きてしまう。 
 
以下、アメダスのデータを入力するとどうなるか ？ を見た。 



15:00 のアメダスデータの入力 氾濫は起きない 

16:00 のアメダスデータの入力 18:00頃、氾濫が発生する 



17:00 のアメダスデータの入力 

16:00 の時点が氾濫の兆しが見えている。 
17:00  になると、それが鮮明に表れている。 
ただ、氾濫は18:00 ごろに発生するという結果で、河川の注目点がアメダス
の測定点に近く、時間的に余裕のある形にはならなかった。しかしながら、こ
れらのアメダスのデータから、氾濫予測のできることが分る。 
 
氾濫の予測は、河川の構造によるので、注目点がきまったなら、その地点で
の河川の構造の実体を入力する必要がある。 



2018の西日本大水害の時の旭川流域の増水状態を検証した。 
 アメダスのデータを使用した結果、 
 旭川は上流で降水量が堤防の高さこえるような状況にあった。 

 氾濫して合流した旭川は、中流域で旭ダムに流入する。ここで、流量が制
御され、下流域での氾濫が防がれている事がわかった。 

 上流での氾濫が下流での氾濫の抑制に繫かっていることが計算結果から
示された。  

 アメダスのデータを時間を追って入力していけば、下流域での氾濫の予測
に有効であることが分った。ただし、豪雨の場所と氾濫の検討をする地点が
近いと、予測する前に氾濫する恐れがある。是非、現場ではどのようであっ
たのかを知りたい。 
                             2020.07.22 

まとめ 
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